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The Return of the Native
一Clymの 顔 を読 む 一

伊x佳 子

TheReturnoftheNativeは 、 物語 の最初 と最後 の光景 が際 立 った コ ン

トラス トをな してい る。 冒頭では闇 に包 まれた レイ ンバ ロウに、ギ リシャ的

異教徒、Eustaciaの 、 かが り火 に照 らし出 された シル エ ッ トが浮 び上 るの

に対 して、結末部 で は彼女 の死後、 同 じレイ ンバ ロウで、 キ リス トの イメー

ジと重 な るClymの 、 説教 す る姿 が描か れてい るか らで あ る。 さ らに、 前

半で は古典古代 への言及 が、後半 では聖書へ の言及が多 く見 られることか ら、

この作品 は、異教精神 の敗北 とキ リス ト教的良心 の勝利 を謳 った もの とす る

JohnPatersonの 解 釈 は、 もっともだ と思 われ る。

この作品 は最初 の構想 では、 「三一 致の法則」 に則 った古 典悲 劇 の五 幕構

成 をとってお り、結末部 でThomasinは 未 亡人 と して余生 を送 り、Venn

は荒 野の いず こともな く立 ち去 る ことにな っていたが、作者 は雑誌 連載 のあ

る事情の ため、最初 の意 図を変 えざるをえなかったことを、第六部 「後 日物

語」 の脚注 に記 している。 しか し、第六部 のメイポール ・ダ ンスの描写 にお

ける、異教的 な ものがまだエグ ドンには残 っているという叙述 は、異教精神

の敗北 とい うこ とになるのだろ うか。

Hardyは 、 多感 な青春 時代 にSophoclesやAeschylusの 劇 を数 多 く読

み、 ギ リシ ャ神話 やギ リシャ悲劇 に並 々な らぬ関心 を示 して いた♂ ま た こ

の作 品の執筆 直前、 それ までに読 んだ書物 か らの抜粋 を まとめた`Literary

Notes'を 作 成 し、2そ こにギ リシャ人 の道徳観、宗教、人生観 につ いて数多

く書 き留 めて いる。

DavidJ.DeLauraは 、Hardyの 三 っ の`modern'な 小 説 、TheReturn
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74 TheReturnoftheN¢tive-Clymの 顔 を 読 む 一

()ftheNative、TessOfthed'Urbervilles、 ノudetheObscureに 共 通 す る

テーマの一っ として、 ヘ レニズム的人生観が打 ち出 され、それを支持 す る態

度 が見 られる と述 べ るとともに、Hardyの 考 えるギ リシ ャ的理 想 は、 さま

ざ ま な資 料 を もと に独 自 に形 成 され た もので あ るが 、 特 にMatthew

ArnoldやWalterPaterの 影 響 を指摘 して いる。3

この三作品で はヘ レニズム的 な生 き方、人生観が さまざまな形 で言 及 され

ている。 もっと もTheReturn()ftheNativeで は、 「ヘ レニズ ム」 とい う

概 念 はそれ ほど明確 で はな いが、Tess()fthed'Urbervilles、Judethe

Obscureに 至 ると、 ヘ レニズム的 なもの とヘ ブライ ズム的な ものが、 より鮮

やかな対比 を見せて いるので ある。

本稿 はこの三作品で展開 され る、「ヘ レニズム」 と 「ヘ ブライ ズム」 をめ

ぐる言説 を辿 るなか で、Hardyの 「ヘ レニ ズム」 の概念 が どの よ うな もの

で あるかを明 らか にす る ことによ り、TheReturn(ゾtheNativeの 結 末部

の解釈 に新 たな光を あて ようとす るものであ る。

1

エグドン・ピースで生 まれ、「少年時代か ら荒野にす っか り溶 け込 んで し

まっていた」4Clymは 、村人の間では神童の噂が高かった。その彼 が長 じ

て、母の出世の夢を一身 に背負ってパ リへ出かけ、そこで宝石商の修業を積

むのだが、この 「素朴で禁欲的な荒野の若者」(186)は 、虚飾 に満 ちた都

会生活 に耐え きれず、 エグ ドンの自然に安 らぎを求めて帰郷す る。 その

Clymの 顔の描写に注目したい。

 The face was well shaped, even excellently. But the mind 

within was beginning to use it as a mere waste tablet whereon 

to trace its idiosyncrasies as they developed themselves. The 

beauty here visible would in no long time be ruthlessly overrun
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by its parasite,  thought,  ... His countenance was overlaid with 

legible meanings. Without being thought-worn he yet had cer-

tain marks derived from a perception of his surroundings, such 

as are not unfrequently found on men at the end of the four or 

five years of endeavour which follow the close of placid 

pupilage. He already showed that thought is a disease of flesh, 

and indirectly bore evidence that ideal physical beauty is incom-

patible with emotional development and a full recognition of the 

coil of things. (156)

内面の奮闘が、秀麗 ともいえる彼の整った顔立ちを餌食にしており、彼は、

「思索は肉体の病」であり、「理想的な肉体美は物事の煩わしさにっいての十

分な認識 とは両立 しない」 ことを証明している。さらに次のパッセージは、

彼の顔が表象するものを述べている。

In Clym Yeobright's face could be dimly seen the typical counte-

nance of the future. Should there be a classic period to art here-

after, its Pheidias may produce such faces. The view of life as a 

thing to be put up with, replacing that zest for existence which 

was so intense in early civilizations, must ultimately enter so 

thoroughly into the constitution of the advanced races that its 

facial expression will become accepted as a new artistic depar-

ture. People already feel that a man who lives without disturb-

ing a curve of feature, or setting a mark of mental concern 

anywhere upon himself, is too far removed from modern percep-

tiveness to be a modern type. Physically beautiful men — the 

glory of the race when it was young — are almost an anachro-

nism now; and we may wonder whether, at some time or other,
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physically beautiful women may not be an anachronism likewise. 

 The truth seems to be that a long line of disillusive centuries 

has permanently displaced the Hellenic idea of life, or whatever 

it may be called. What the Greeks only suspected we know well; 

what their Aeschylus imagined our nursery children feel . That 

old-fashioned revelling in the general situation grows less and 

less possible as we uncover the defects of natural laws , and see 

the quandary that man is in by their operation. (185)

Clymの 顔 には、未来の典型的表情がかすかに認められる。来たるべ き時

代には、古代ギ リシャにおいてあれほど旺盛であった 「生存に対する意欲」

は、人生 は耐えるべきものだという人生観に取って代わ られるにちがいない

のである。肉体的に美 しい男は、今ではほとんどアナクロニズムになってお

り、顔面 に歪んだ曲線が刻まれ、心労の跡をとどあているClymの よ うな

顔 こそ現代的 タイプなのである。肉体的に美 しい男はアナクロニズムだとい

う言説は、思索と美とは相補的ではなく、むしろ相互破壊的であるというこ

とであるから、Paterの 審美的ヘ レニズムの否定的エコーを響かせていると

思われる。5

ところで、肉体美の称揚はアナクロニズムだというのは、小説冒頭の風景

美に関する叙述一人類が若かりし頃には、ギリシャ・ローマ時代のような華

やかさ、明るさ、輝かしさを持っ風景が理想美とされたのであるが、今やそ

れは新 しい美に取 って代わ られようとしている一とエコー し合っている。エ

グ ドンは、「夜 の近親者」(33)と 言われるほど、その黒々とした野面 は暗く

深い趣を持ってお り、荘厳さす ら感 じさせる。 この 「抑制 された荘厳美」

(34)こ そ、現代的感情に訴えるものを持っのである。

さらに、未来の気質のエンブレムとなっているClymに ついての、「彼 こ

そ荒野を知 り抜いている者であり、彼には荒野のさまざまな風景や香気が染
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み込んでお り」(191)、 「彼 の人 生 観 は荒野 によ って彩 られて い る」(191)

と い う叙述 か ら、エ グ ドンとClymは 類 似性 を持 っ とい うよ り、 本質 的 に

同一の もの と見 なす ことがで きよ う。

それで は どのよ うな時代 が到来 しっ っあるのだろ うか。 古代 ギ リシ ャで

は、 あの古 風 な酒神祭騒 ぎは、国家的行事 として大 々的 に行われ たように、

「生存 に対 す る意欲」 は旺盛で あったが、時代 の移 り変 わ りと ともに ものの

見方 も変化 し、今 で はヘ レニズム的人生観 は永久 に追放 されて しまった感が

ある。未熟 なギ リシャ人 に比 べて、知性の向上 した現代では、われわれが ダー

ウ ィニズムを初 め とする自然 の法則 の欠陥 を暴露 し、人 間がその法則 の作用

によ って陥 っている窮地 を見 ると、「生存 に対す る意欲」 は維持 しがた くなっ

て きている とい うのであ る。 この ことか ら、Hardyの 「ヘ レニズ ム」 の概

念 には、反知性主義 が重要 な要素 とな っている と言え よう。6

産 業革命 が物 質 的繁栄 を もた らす一 方 で、CharlesDarwinやCharles

Lyel1な ど が提 唱 した自然科学 の新 しい理論 は、伝統的な キ リス ト教教 義 に

疑 問を抱か せ、価値観 を大 き く揺 がせ た。人 々は信仰の衰退 と ともに、 「憂

鬱」 とい う 「現代生活 の奇妙 な病」7に とりつかれ、彼 らの経 験 した精 神 的

苦 闘は、特 に知識 階級 にあ っては想像 を絶す る ものがあ った。 次の二っの詩

は、 時代 の苦悩 をよ く映 し出 している と思 われ る。

Arnoldの 詩 、`Resignation'で は、芝土 も丘 も川 も岩 もさび しげな空 も、

「喜 んでいるよ りむ しろ耐えて いるよ うに思われ る」8と 歌 われ、Hardyの

詩 、`Nature'sQuestioning'で は、池 や野原、羊 の群れ、ただ一本立 って い

る樹 は、 「学校で押 し黙 って席 に着 いて いる、叱 られた子供 たち」9に た とえ

られて いる。人 もまた、 じっと耐 えてい るこれ らの自然物の姿か ら、生 の苦

難 に耐 え忍ぶ ことを学ぶべ きだ というのであ る。Clymの 顔 にはこの よ うな

時代思潮が刻印 されてお り、 「悲 しす ぎる色合 い」(34)を 帯 びたエグ ドンの

風景 は、時代 の知的風景 その ものであ ろう。
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II

それでは、ヘレニズム的人生観がヘブライズム的人生観に取 って代 わられ

るということは、物語のプロットの次元で考えると、どうなるだろうか。帰

郷 したClymが 、故郷の人々を教化するために立てた教育計画の協力者 と

して選んだ女性がEustaciaで ある。彼女は、「夜の神秘 に満ちた異教徒の

眼」(89)を 持ち、その口は 「しゃべるためよりも震わせるために、震 わせ

るためよりもキスするために作 られている」(90)と 思 わせるほど官能的で

あり、唇の線 はギ リシャやローマの大理石像に見 られるものと同 じである。

このギ リシャ的異教徒、Eustaciaは エグ ドンの片田舎で、物理的かっ精神

的閉塞感を味わっており、自己内部に抑圧された情熱のはけ口を見出せず、

鬱屈 した気持で日々を過 している。

彼女の考える人生とは、「音楽や詩や情熱、戦争、そ して世界の大動脈の

なかで起 こっているあらゆる鼓動や、脈拍」(290)で ある。彼女 はClym

が表象するもの、っまり、「社交界の中心地であり、その渦巻」(130)で あ

るパ リ故に、初めて会ったとき、彼が金色の後光 に包 まれているように見え、

エグ ドン脱出の夢を彼との結婚にひそかに託す。彼女 は、 「もしも華やかな

町で貴婦人みたいに暮 して、自分の思い通りに自分のことをやっていけるな

ら、一生のうちの皺だらけの半分はもういらない」(115)と 豪語す るほど

自己主張が強 く、以前の恋人、Wildeveを 自分 に惹 きっ けるために合図の

かが り火を焚いたり、Clymを 一目見たさに無言劇で代役を買 って出て彼 の

家に乗り込むように、 自己を突 き動かす情熱や本能に従 って行動する女性で

ある。

彼女が外出時に携えている砂時計 は、時の流れの物質的表現であり、月食

の夜の、Clymと の逢瀬では半ば欠けた月を指 して、「何 と私たちの時間が

どんどん過ぎていくので しょう!」(214)と 、時の経過を絶えず意識 する。

またClymの 母が二人の交際を快 く思っていないことを知っても、「時々会っ

て、明日のことなんか気にしない」(264-65)と 、Carpediemの 生 き方を
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示 す。 さ らに、Clymと の結婚生活が破綻 したとき、 ピス トル自殺 を企 て よ

うとして 阻止 され、「死 にたいのに死 んで はいけないの?」(339)と 口走 る。

キ リス ト教倫理 では 自殺 は非難 されるが、異教徒 は罪悪視 しないのである。1°

このよ うに、彼女 は容姿のみな らず気質、考え方 において もヘ レニズム的な

ものを体現 す る人物であ ると言えよ う。

官能 的魅力 にあふ れ、「魂 は炎 のよ うな色」(89)を したEustaciaと 対 照

的に、Clymの 彼 女 への愛 は、 「ローラに対す るペ トラルカのそれ と同 じく、

清純 な もの」(216)で あ る。彼 はパ リで の虚飾 の生活 を捨 て村 人 の教化 と

い う愛他主 義に生 きよ うと、 その夢 を実現 す るため の手 段 と してEustacia

との 結婚 に踏 み切 る。 しか し、考 え方 も気質 も対極 にある二人の結婚生活 は、

Clymの 母 の不慮 の死 によ って危機 に瀕す る。激 しい口論 の末、家 出 した妻

が堰 に落 ちて助 か らなか った とき、Clymは 自分 こそ母 と妻 の死 の大 きな原

因だ との思 いか ら、 自己を激 しく責 めさいなむ。

彼 は、 「人生 は、 た くさんの人 たちが我慢 しなければな らな い憂 鬱 の原因

だ」(163)と 語 り、毎朝 目が覚め ると、「被造物全体が うめき、 産 み の苦 し

み を続 けている」(193)の が 分か ると言 うよ うに、 人生 を苦 難 に満 ちた も

の とする見方 にお いて、 ヘ ブライズム的な ものを体現 す る人物 であると言え

よ う。彼 は、教育計 画の挫折、結婚生活 の破綻 とい う試練 を経 て、二年半前

の火祭 りの日にEustaciaが 立 って いた レイ ンバ ロウに、村 の説 教 師 と して

立っ のであ る。

Clymは 生 き残 った とはいえ、彼 が払 った代償 は余 りに大 きい。 さ らに彼

の説教 を聴 く人 たちの受 け止 め方 は肯定、否定相半 ば してお り、彼 が顔 にっ

けている 日よけは、彼 が人間性 の判断力 に欠 ける ことを示唆す るもの とも考

え られる。11Clymに っ いての このよ うな曖昧 な表現 は、 キ リス ト教 の全面

的勝利 を示す ものとは言 い難 く、五月祭で、異教的な ものがエ グ ドンの地 に

はまだ残 って いる ことが強調 されて いること こそ注 目すべ きであ る。

ところでCultureandAnarchyに お いて、 「ヘ レニ ズム」 を、 神 の意志
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に従 って人 間を厳 しい道徳 的訓練 の下 に置 こ うとい う 「ヘブ ライズム」 と対

比 させたのは、Arnoldで あ る。彼 は当時 の英国社会 の混乱 を 目の当 た りに

して、将来 の英国社会 の担 い手 た るべき中産階級が、物質主義や偏狭 な清教

主義 を固守 してギ リシャ的要素 に欠 ける点 を憂慮 し、彼 らの人間性を もっと

完全に発達 させるために 「教養」 を説 いた。Hardyの 後 期作 品 に顕 著 で あ

る 「ヘ レニズム」 と 「ヘ ブライ ズム」 の対比 には、Arnoldの 影 響が 窺 え よ

う。

このよ うに見 て くると、TheReturn(ゾ 漉θNativeに お いて、「ヘ レニ ズ

ム」 と 「ヘブ ライズム」 の対比 は、主要人物 の性格描写 のみ な らず、 テーマ

的内容 の発展 において も中心 的概念 にな っていると思 われる。12

III

で は、 ヘ レニズム的な ものはテ クス トのなか でどのよ うな形で言及 され て

いるだろ うか。結婚後、教育計画 を速 やか に実行 に移す ため、深夜 まで読書

に励んだ結 果、眼を悪 くしたClymは エ ニシ ダ刈 りの仕 事 を始 め る。 パ リ

行 きの夢 は実現せず、荒野 のあば ら屋 に閉 じこめ られた ままのEustaciaは 、

憂 さ晴 らしに東 エグ ドン村 での野外遊 び、「ジプシー祭」 に出か け、 そ こで

偶然Wildeveに 出 会 う。"Awholevillage-fullofsensuousemotion,

scatteredabroadalltheyearlong,surgedhereinafocusforan

hour....ForthetimePaganismwasrevivedintheirhearts,thepride

oflifewasallinall,andtheyadorednoneotherthanthemselves."

(269)

村 中 にあふれる感覚 的興奮 のなかで繰 り広 げ られる ジプシー ・ダ ンスは、

肉体賛 美 と自己崇拝その ものの行事であ り、Eustaciaは 踊 りの輪 の 「熱 帯

の感 じ」(271)と 、 「北極圏 の極寒」(271)に 包 まれたClymと の結 婚生 活

の相違 を はっきり意 識す る。 「異教思想」が エグ ドンの人 た ちの心 の中 に蘇

るとい うことは、その背後 にキ リス ト教信仰 の衰 退 が示唆 されて お り、13彼
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らが結婚式や葬式以外、教会へ足を運ぶことがほとんどないことが、それを

如実に物語 っている。

また冬の初めに、 レインバロウでかがり火を焚 くエグドンの風習は、「ド

ルイ ド教の儀式の直系の子孫」(45)で あり、再び巡 りきた季節が暗闇 と死

をもたらすことに対する 「人間の本能的な抵抗の行為」(45)で ある。 この

火祭 りで発輝される異教的エネルギーは、結末部のメイポール ・ダンスでも

遺憾なく発揮 される。Thomasinの 家の前の草地 に立て られたメイポール

には、花輪や花束が飾 りつけられている。

The instincts of merry England lingered on here with excep-

tional vitality, and the symbolic customs which tradition has at-

tached to each season of the year were yet a reality on Egdon . 

Indeed, the impulses of all such outlandish hamlets are pagan 

still: in these spots homage to nature, self-adoration, frantic gaie-

ties, fragments of Teutonic rites to divinities whose names are 

forgotten, seem in some way or other to have survived mediae-

val doctrine. (385)

火祭 り同様、五月祭 も本来、異教徒 の祭儀であ ったが、中世を通 じて広 く

各地 で盛ん に行 われ、宗教改革後 は一時、下火に なった ものの、王政復古 と

ともに隆盛 を取 り戻 し、 ヴ ィク トリア朝時代 には、失われていた 「メ リー ・

イ ングラ ンド」 を熱望す る風潮 の高 まりと相俟 って、再 び活気 を帯 びるよ う

になる。14こ のエグ ドンの地 では 「メ リー ・イ ング ラン ド」 の本能 は、 稀 に

見 る活力を もって息 づいてお り、 自然の崇敬、 自己崇拝、 お祭 り騒 ぎが、 中

世の教義よ り長生 きしてい ることが強調 されてい る。

IV

次 に 、Tess(ゾ 漉od'UrbervillesとJudetheObscureに お い て 、 「ヘ レ
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ニズム」という概念を探 ってみたい。ご猟場での出来事は、「経験 の色に染

まぬ、一個の感情の器」15にすぎなかった十六歳のTessを 、「単純な女から、

複雑な女」(T77)に 変えてしまう。私生児を産み故郷に戻 ったTessは 、

自分自身の因襲的なものの見方や世間の目を意識する余り、不幸な日々を送

るが、そのような世間の思惑を意識する心は後天的なものであり、生得のも

のではない。春が巡 って来て、彼女のなかに人生の再出発を期する気持がわ

き起 こるのは、まさに、「自己歓喜への抑えがたい本能」(T79)に よるも

のである。

故郷を再び後に して トールボットヘイズ酪農場へ向かう途中、ヴァー川の

流れる緑の平原が眼前に開けて くると、「どこかに快楽を見出そ うとする、

貴賤を問わずすべて生あるものが持 っている、抵抗 しがたい普遍的、自動的

傾向」(T81)が 、Tessの 心を支配する。彼女は 「人生への熱意」(T82)

に満ちあふれて、 目指す酪農場の方へと斜面を下 ってゆく。牧歌的雰囲気の

漂 うこの酪農場で、TessがAnge1の プロポーズを受け入れるのは、 「歓 び

への欲望」(T149)と いう抑えがたい人 間の衝動に打ち勝てなか ったか ら

である。だが結婚式の夜、Alecと の過去を告白した彼女がAngelの 顔に認

めたのは、「肉を霊に屈従させようという意志」(T192)で ある。

Tessの 告白にショックを受けたAnge1が 、真夜中に夢遊病者のように彼

女を抱えて外へ出るのは、知性が眠 っている間に、自然の本能が目覚めたか

らであろう。彼は、「彼の常識が是認 しない愛情を彼女に対 して本能的に示

した」(T197)こ とになる。このように、知性 は現代社会のさまざまな教

義や価値観を取り込んで、情熱が要求するもの、つまり 「歓びへの欲望」に

対抗 しようとする。この感情と知性の二分法 において、感情、特に恋愛感情

は、TessのAngelに 対する無私の愛のように、人間の自然な気持から起こっ

てくるものであり、一方、知性 は、人間の自然な感情を歪めたり破壊 したり

する、文明が生み出した規範や態度の代行者 になっているのである。16

ところで、 キリス ト教世界では普通、肉体 と魂、肉体的なものと精神的な
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もの との問 に鋭 い区別 を引 く。17こ の霊 と肉の二元論で は、霊 につ いて は神

か らの呼 びか けに応 じる天上的部分であ り、 肉は罪 の もととなる獣的 な部分

とされる。 それ故、 後者 を懲 らし前者を浄め ることが人間の務 め にな る♂8

この ことを明瞭 に示 すのが、子供 たちの悲劇 の後、急 転 向 したSueの 次 の

言葉で あろ う。 「自分 の歓楽 を求 めて、私 たち無駄 に人 生 を過 して きた んだ

わ。 で も、 自己否定 こそ もっと高尚な道 です。私 たちは抑 えなきゃな らない

のだわ 一肉を、恐 ろ しい肉一 アダムの呪 いを。私 たち は、義務 というものの

祭壇 に、 たえず我が身 を犠牲 に捧 げていなければ なりません。 自己放棄、 そ

れが全て です」19こ こに は、Arnoldの い う 「ヘ ブライ ズム」 の根本 観念 、

「克 己、献 身、われわれ 自身 の個人的意志 で はな く神 の意 志 に従 うこ と」2°

が示 されて いる。 自己犠牲 と禁欲 は、「自己歓喜へ の抑 えが たい本能 」 の対

極 にあ る もので ある。

一方
、Tess(>fthed'Urbervillesの 語 り手 は、Tessを 「本能」や 「直観」

と結 びっ けることに よって、彼女 と自然 との一体化 を図 り、 さらにそれ を女

mに 敷衍 す る。Tessは 「戸外 の自然 の重 要 な一部 分」(T68)で あ り、

「畑 で働 く女 は畑 の一 部」(.:)で あ る。 「戸外の 「自然』 の形 や力 を主 な

伴侶 とす る女 とい うもの は、 後世 にな って彼女 らに教 え られた組織 だった宗

教 よ りも、遠 い祖先 の異教 的な空想 の方 をはるか に多 くその魂 の中 にとどめ

て いるものだ」(T81)と い う言説か ら、女=自 然=異 教 的 な もの と考 え ら

れている。TessがAngelと の逃避行 で最後 に辿 り着 いたス トー ンヘ ンジは、

「異教徒 の神殿」(T310)で あ り、そ こで 「故郷 に戻 った」(T311)よ うに

感 じるのは、 まさに彼女 が異教徒 であ ったか らで あろ う。

さて次 の作品、JudetheObscureのSueは 、Phillotsonと の 早 まった結

婚か ら、結婚制度が人間 の自然 な感情 をふ さわ しくな い鋳型に はめ込 んで し

まうとい う苦 い教訓 を学 ぶ。 夫の もとを去 り、Judeと の 自然 な愛 清に基 づ

く同居生活 を送 るなか で、「ギ リシャ的な歓喜」(J235)に 戻 った と感 じる。

しか しクライス トミンス ターでの惨劇後 は、Judeと の 「歓 びを徳 とす る」
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(ノ268)生 き方 を否定す る。「〈 自然〉 が私 たちに与 え て くれた どん な本 能

も一文 明が敢 て妨害 して きた本能 を 一楽 しむ ことこそ〈 自然〉の意図であり、

〈 自然〉の掟 であ り、存在理由な のだ」(ノ268)と 考 えて、 自己本位 に耽 溺

して きたの は誤 りであ った と悔 い る。

精神的 に崩壊 して、 自己否定 とい うキ リス ト教倫 理へ急転 向 したSueを 、

「なん と無残 な難破船 にな って しま ったのだ!」(1309)と 詰 るJudeの 言

葉 や、生 きる屍 となったSueの 、Phillotsonと の再 婚 を、 「婚礼 は取 りも

直 さず葬式 じゃ」(j316)と 評 す るEdlin夫 人 の言葉 には、 自己否定 の生 き

方 に対 す る作 者の思 いが示唆 されて いるので はないだろ うか。

Hardyは 、 「楽 しもうとす る意志」 は人 間 の生 得 の もの だ と考 え る。

"Thoughtofthedeterminationtoenjoy
.Weseeitinallnature,from

theleafonthetreetothetitledladyattheball....Itisachieved,of

asort,undersuperhumandifficulties.Likepent-upwateritwillfind

achinkofpossibilitysomewhere."21そ れ は、 風 にそ よ ぐ一枚 の木 の葉

か ら、舞踏会 の貴婦人 に至 るまで、生 あるものがすべて持 ってい る生 得の も

ので あるが、 「楽 しむ ことに反対 す る、外 界の意志」(T225)に よ って阻 ま

れ るので ある。 だが この生得 の意志 は、 どこか に活 路を見出 さずにはおれな

いので ある。 この自然 な感情 を拘束 したり、歪 めた りす る外 界の意志 とは、

社会 慣習、時代 の価値観、 キ リス ト教道徳 など文明が生 み出 した ものであ ろ

う。 この楽 しもうとす る人間本来 の意志 は、JudetheObscureで は、Little

FatherTimeに 象 徴 され る、 「生 きて いた くな いという来た るべ き普 遍的な

願望」(ノ『266)に 変 わ るのであ る。 この ことは、現代生活 の諸条件が いか に

ギ リシ ャ的理想 の実現 を困難 に しているか を物語 る ものであ ろう。

Hardyは 、 ヘ レニズム的 な ものを自然 な もの と見 な して い るよ うに思 わ

れ る。 もっと も 「ヘ レニズム」 とい う概念 は、 はっきり定義 されてい るわけ

で はないが、現代生活や その人生観 を評価す る基準 と して考 え られて いると

思 われる。 もちろん、 「自然」 を基準 とす ることには異論 が あ ろ う。Hardy
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は、 「自然 」 は欠陥だ らけの不完全な もの と考 え るか らであ る。「自然」 の残

酷性 につ いてJudeは 、 「生 きと し生 けるものの中の、 ある一組 に施 す慈悲

は、他 の組 にとって は残酷 な仕打 ちにな る」(ノ17)と い う自然界 の恐 ろ し

い道理を、 トラウザ ムの畑 で思 い知 る。 このように、 道徳規 範 としての 「自 ・

然」 は完 全 な ものと して提示 されて いるわ けで はない。 「自然」 は絶対 的 な

基準 として ではな く、社会道徳 と比較 した場合 に、害悪 がよ り少 ない とい う

意 味で、 優位が与え られて いるので ある。22

本 論で取 り上 げた三作品 のなかで は、現代 社会 に支配 的な知 的習慣 や道徳

上 の価値 観 と比較 した場合、 より健全で有益 な人生 に対 する見方 と して ヘ レ

ニズム的 な生 き方が提示 されている。HardyがTheReturn()ftheNative

に第 六部 を書 き加 えたの は、出版事情 とい う外圧 もさる ことなが ら、 エグ ド

ンに残 る異教的な もの を結末 部 で強調 す る ことに よ り、 「ヘ レニ ズム」 対

「ヘ ブ ライ ズム」 とい うテ ーマをTess(>fthed'UrbervillesとJudethe

Obscureで さ らに発展 させ て探求す るためで あったと考え る。
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